
経営学研究科教授会議題及び議事結果 

日 時  平成２８年３月７日（月）１３：３０～１５：００ 

 前回研究科教授会（２月８日）の議事結果の確認 

  標記について、異議なく確認した。 

議 題 

１．教員人事について 

  教育研究能力審査について審査員３人から別途資料に基づき審査結果の報告があり、投票 

の結果合格と判定した。 

２．神戸大学招へい外国人研究者の受入れについて 

  研究科長から、資料に基づき説明があり、承認した。 

３．教員の海外渡航について 

  研究科長から、資料に基づき説明があり、承認した。 

４．学位論文の審査について 

（１） 学位論文について、資料の審査結果報告に基づき、投票の結果、博士（経営学）

の学位を授与することを決定した。

（２） 学位論文について、資料の審査結果報告に基づき、投票の結果、博士（経営学）

の学位を授与することを決定した。

５．平成３０年度の後期課程の入学定員について  

  研究科長から、資料に基づき経営学研究科経営学専攻の後期課程の入学定員変更の案の説

明があり、承認した。 

６．平成２８年度前期課程一般（第Ⅱ期）入試合格者の判定について  

入試・学生委員から回収資料に基づき説明があり、合格とすることを承認した。 

７．平成２８年度前期課程外国人特別学生（第Ⅱ期）入試合格者の判定について 

入試・学生委員から回収資料に基づき説明があり、合格とすることを承認した。 

７－１．ＳＥＳＡＭＩ Ｐｈ．Ｄの入試合格者について 

入試・学生委員から回収資料２－１に基づき説明があり、合格とすることを承認した。 

８．平成２７年度課程博士論文の審査について  

大学院教務委員から資料に基づき説明があり、投票の結果原案どおり承認した。 

９．平成２７年度後期課程修了者の判定について 

大学院教務委員から回収資料に基づき説明があり、投票の結果平成２７年度後期課程博士

論文合格者を後期課程修了者とすることを承認した。 

１０．平成２７年度後期課程演習単位修得認定論文の審査について 

大学院教務委員から資料に基づき説明があり、承認した。 

１１．平成２７年度後期課程演習単位修得者の判定について 

大学院教務委員から回収資料に基づき説明があり、単位修得者とすることを承認した。 

１２．平成２７年度前期課程修士論文の審査について 

大学院教務委員から資料に基づき説明があり、原案どおり論文を合格とすることを承認し

た。 

１３．平成２７年度前期課程修了者の判定について 

大学院教務委員から回収資料に基づき説明があり、原案どおり承認した。 

１４．平成２７年度専門職学位論文の審査について 

ＭＢＡ教務委員から資料に基づき説明があり、原案どおり承認した。 

１５．平成２７年度専門職学位課程修了者の判定について  

ＭＢＡ教務委員から回収資料に基づき説明があり、原案どおり承認した。 



１６．博士論文全文の公表延期について 

  大学院教務委員から資料に基づき説明があり、承認した。 

１７．博士論文全文の公表にかかる申合せについて 

  大学院教務委員から資料に基づき説明があり、承認した。 

１８．ＳＥＳＡＭＩプログラム履修コース指導教員について 

大学院教務委員から資料に基づき説明があり、承認した。 

１９．学生の休学について 

入試・学生委員から資料に基づき説明があり、承認した。 

報告事項 

１．先端・融合研究推進体制の構築について  

  研究科長から先端融合研究環が設置されること、社会科学系教育研究府が人文・社会科学

系融合研究担当、社会システムイノベーションセンターに改組される等の報告があった。 

２．平成２８年度ＳＥＳＡＭＩプログラム履修コース授業時間割表について 

大学院教務委員から別途資料に基づき説明があった。 

３．平成２７年度博士学位記授与式 

大学院教務委員から３月２４日（木）１４：００から出光佐三記念六甲台講堂で博士学位

記授与式が開催されることの報告があり、指導教員等関係教員への出席依頼があった。 

４．平成２７年度学部・修士・専門職学位記授与式 

大学院教務委員から３月２５日（金）１０：３０から神戸ポートアイランドホールで学部・

修士・専門職学位記授与式が開催されることの報告があった。 

５．交通機関の運休、気象警報の発表の場合における授業、定期試験の休講措置について 

大学院教務委員から資料に基づき説明があり、承認した。 

６．交換留学生に対する英語サポートのアンケートについて（学部教授会と共通） ··  

  中井講師から資料に基づき報告があった。 

７．シェフィールド大学とのダブルディグリーについて 

  研究科長からシェフィールド大学側でもドクターコースのダブルディグリーを進めていく

ことが決定されたこと、再来年度から実施する予定であることが報告された。 


